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       ２学期の「かけはしアンケート」の結果 

 

 ２学期の「かけはしアンケート」にご協力いただき、ありがとうございまし

た。アンケート結果並びに今後の改善策等をお知らせします。 

 

〈アンケート結果〉 

A：できている B：大体できている C：あまりできていない D：できていない 

 質 問 項 目 Ａ% Ｂ% A＋B Ｃ% Ｄ% ※差 

1 

学校便りやホームページ、学年便り、電話、連絡帳等を通し

て、学校や子どもの様子を保護者にきめ細かく伝えていると

思いますか 

32 61 93 7 0 -3 

2 
授業参観や懇談会、学年・学校行事に進んで参加するよう努

めていますか 
56 41 97 3 0 +1 

3 学校は、お子さんの困ったことを相談しやすいですか 20 65 85 14 1 -5 

4 
お子さんは、授業が分かり、満足感や達成感を味わっている

と思いますか 
19 62 81 19 0 -1 

5 
お子さんは、教科等の基礎・基本が確実に身に付いていると

思いますか 
17 61 78 20 2 ±0 

6 
お子さんは、家庭で自主的に学習や読書をする習慣が身に

付いていますか 
19 59 78 18 4 ±0 

7 
お子さんは、進んで挨拶したり、時や場、相手に応じた適切な

言葉遣いができていますか 
15 56 71 27 2 ±0 

8 
友達間で、いじめのない温かい人間関係が育っていると思い

ますか 
26 64 90 8 2 -3 

9 お子さんは、学校の決まりを守って生活できていますか 22 63 85 14 1 -2 

10 
お子さんは、朝食や夕食を毎日きちんと食べたり、早寝早起

きしていますか 
43 46 89 10 1 -2 

11 
お子さんは、週３日以上体を動かして遊んだり、運動したりし

ていますか 
40 34 74 23 3 -1 

12 
学校は、子供が安心して生活できるように、校庭や校舎内の

安全の確保に努めていると思いますか 
29 69 98 2 0 +1 

13 
お子さんは、道路での正しい自転車の乗り方や歩き方ができ

ていますか 
24 67 91 8 1 +2 

14 
子供の得意なことや好きなもの、将来の夢や希望について親

子で話題にしていますか 
26 60 86 14 0 +2 

※差：ＡとＢの合計を１学期と比較した差 

 

〈改善が見られたもの〉 

 

８９→９１（＋２ポイント） 

 

 「道路での正しい自転車の乗り方や歩き方」については、１月期末に比べ、２ポイント増加しまし

た。（ＡとＢの合計） 

 学校では学校・家庭・地域が連携して次のような安全対策に努めています。 

項目 13 安全 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

交通事故０を目指して、学校・家庭・地域社会が今後とも連携して取り組んでいきます。 

 

８４→８６（＋２ポイント） 

 

１月期末に比べ、２ポイント増加しました。（ＡとＢの合計） 

学校では、児童が自分の将来の夢や希望がもてるよう、以下のような取組をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈改善したいこと〉 

 

９０→８５（－５ポイント） 

相談のしやすさについては、１学期末より－５ポイントになってしまいまし

た。（ＡとＢの合計）。しかし、昨年度の 12月実施のアンケート結果と比べる

と、＋５ポイントとなっています。 

保護者にとって、学校に連絡や相談がしやすいと感じられるよう、以下のような取組をしていま

す。 

 

 

 

 

 

不安なことや心配なことはご遠慮なさらずに、担任又は校長へいつでもご連絡ください。今後と

も、誠実に対応してまいります。 

 

項目３ 相談のしやすさ 

 

希望する保護者に対して、夏休み等に個別面談を実施します。 

 

項目 14 将来の夢や希望 

 

 

１年生では、入学式後、安全協会赤羽支部の皆さん、館林警察署との連携による横断歩道の渡り

方指導(交通安全教室)を実施したり、自転車に乗り始める３年生を対象に自転車教室を行ったりす

るなど、正しい歩行、自転車の乗り方指導を行うとともに、ヘルメットの着用を継続して指導して

います。 

一斉下校を学期末に実施し、地区ごとに登下校の様子を確認したり、通学路の安全点検を行った

りしています。 

危険情報があったときには、その都度速やかに指導するとともに、不審者情報について緊急性が

ある場合は、緊急メール配信システムを活用して、全家庭に情報を提供しています。 

児童が自分のよさについて考えたり、意識したりできる機会を、日々の指導や道徳、学級活動の

授業の中に位置づけています。 

「夢カード」の活用について、各学年で実施の仕方を工夫し、親子で将来の夢や希望について話

し合える機会がもてるようにしています。 

６年生の総合的な学習の時間では、「将来の夢に向かって、自分の生き方を見つめよう」という学

習課題のもと、「たてわり活動」「運動会での応援合戦」「キッザニアでの職業体験」「親子ものづく

り体験教室」等の諸活動を通して、将来の夢や目標に向かって努力する態度を育てています。 

「学校便り」、ＰＴＡ広報「すずかけ」等を通して、スクールカウンセラーの活用及び学校(担任等)

への相談について呼び掛けます。また、ＰＴＡ総会の際に、教育相談担当より、スクールカウンセラ

ー活用についての案内を行います。 


